
実験目的　	 発育段階	 試験回数	 供試魚数	
選択を示した個

体数	
水温	
(℃)	

選択個体数	
偏向有意性	

（χ2検定）	
河川水	 自然海水	

	河川水選好	 シラスウナギ	 8	 240	 105	 13.5	 75	 30	 P<0.05	
クロコ	 8	 120	 103	 21.0	 77	 26	 P<0.05	
黄ウナギ	 8	 160	 153	 20.0	 49	 104	 P<0.05	

河川海水	自然海水	

	匂い選好	 シラスウナギ	 4	 120	 65	 13.5	 62	 3	 P<0.05	
クロコ	 4	 120	 112	 21.0	 69	 43	 P<0.05	
黄ウナギ	 8	 160	 152	 20.0	 91	 61	 P<0.05	

河川水	 河川海水	

	塩分選好	 シラスウナギ	 8	 240	 90	 13.5	 60	 30	 P<0.05	
クロコ	 4	 120	 86	 21.0	 44	 42	 P>0.05	

　	 黄ウナギ	 8	 160	 151	 20.0	 43	 108	 P<0.05	

表1　ニホンウナギの各発育段階における河川水・塩分・匂い選好性に関する実験結果	

河川水が持つ匂いの選好を調べる実験では、人工塩によって河川水を調整した水（河川海水）と自然海水を	

流して、塩分は同じで、匂いは異なる水を選択させた。塩分選好性を調べる実験では、河川水と河川海水を	

流して、匂いは同じだが、塩分が異なる水を選択させた。	

図1. Y字試験水槽	

試験では、スタート水槽にウナギを収容し10分間馴致させた。次にゲートを閉じたまま、トラップ	

水槽への給水を開始し、チューブ内に流水を作り、5分待った。その後、ゲートを開き、15分後に各	

トラップ水槽に入った個体数を計数した。	

[具体的データ]




